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平成２４年５月１２日開催経工会幹事会議事録 

 

１．日時 平成２４年５月１２日（土） １８：３０から 

１．場所 こぶし会会議室 

１．出席幹事 高木、宮元、今越、百万、村田、村井、池野 

１．議題 

① 平成 24年度第一回連絡幹事会開催について 

② 学科教員懇談会実施報告について 

③ 総会開催の詳細について 

④ 経工会だよりの編集方針について 

 

 

１．議事の経過及び結果 

 定刻に至り、高木会長が開会を宣し、議事録の作成者に池野副会長を指名し議事に入っ

た。 

 

① 平 成 24 年 度 第 一 回 連 絡 幹 事 会 開 催 に つ い て 

 高木会長から「第一回連絡幹事会は、５月２５日（金）１２時から、21号館5・502室

にて１時間程度を予定したい。先の武市先生からのie-staff宛てメールの通り、連絡幹

事のリストを入手しており、また教室はすでに武市先生が予約の手配済みとのことであ

る。経工会からは、高木、百万、今越の３名が出席予定である。学生は、８名が出席予

定である。当日の昼食として弁当はこちらで準備する。後日、私から連絡幹事へメーリ

ングリストie-partyを使って日程連絡と会議室の予約確認をお願いしておく。」との提案

があり承認された。また、百万幹事より、「今回から、前年度の経工会入会記念パーティ

の写真などを紹介してみてはどうか。パーティの様子が一目でわかり、学生幹事のイメ

ージもわきやすいのではないか。」との提案があり、当日は高木会長がプロジェクターと

iPadを使ってプレゼンテーションすることとなった。  

 

②学科教員懇談会実施報告について 

 高木会長から「４月２１日（土）18：30 から金沢スカイホテルで実施した学科教員懇談

会においては、教員 10 名（土屋、倉島、加藤、石井、武市、鈴木、石原、（以下新任）勝

山、熊井、中野）、常任幹事５名（高木、宮元、今越、百万、粟島）の合計１５名が出席

した。村井、池野の両幹事は都合により欠席した。教員からの説明として、鈴木先生から

スライドを使った今年度の経営情報学科の紹介、入学者傾向や今後の戦略についての説明

があり、出席者全員で情報を共有することができた。また、経工会からは、各研究室から

１名ずつ連絡幹事選出の依頼、こぶし会と経工会の事業計画などを説明し、協力を求めた。

なお、第一回連絡幹事会開催は５月２５日（金）に開催予定であることを伝えたところ、

武市先生から学生へ連絡済みである。」との報告があり、了承された。  

 

③総会開催の詳細について 

 高木会長から「5月 15日に開催されるこぶし会報委員会において、総会案内を同封して

もらうかどうかを決定しなければならない。穴水湾自然学苑の使用に関して他学科との兼

ね合いも考えると、経工会が総会を自然学苑で開催することに懸念もあるがどうか。」と

出席者へ諮ったところ、今越幹事から、「ホテルでの開催であれば会場経費のこともあり、

実験的に今回は自然学苑で総会を開催してはどうか。総会が三年に一度の開催という点を

他学科にも理解を得られれば、会報こぶしへ同封してもらえるのではないか。」という意

見があがった。審議の結果、総会を 9月サンセットセッションと併催し穴水湾自然学苑で

開催することとし、会報こぶしへ案内を同封してもらうことを決定した。 
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 穴水サンセットセッションのスケジュール案として、受付 午後１時、総会 午後１時

半～、講和 ２時～、海洋活動 ３時、懇親会 午後５時半～をもとに今後検討すること

となった。会費は例年通り、宿泊 大人 3,000 円、未成年 2,000 円、小学生 1,500 円、た

だし日帰りは、大人 2,000 円、未成年 1,500 円、小学生 500 円とすることになった。 

 

④経工会だよりの編集方針について 

 高木会長から「スケジュールは、12月に発送される会報こぶしへ経工会だよりを同封

してもらうこととして進めていきたい。」と提案があった。 

 村井会計より、「経工会だよりのページ構成としては、会長挨拶、鈴木先生の寄稿（挨

拶、学科の現状と将来構想）、異業種交流会、総会、入会記念パーティの開催報告、予算・

決算報告（各平成 21～23 年度の 3年度分ダイジェスト）、平成 24 年度事業計画および予

算報告のように考えている。」との提案があった。ページ構成案は村井会計が担当するこ

とになり、次回幹事会にてより具体的なページ構成案を提示してもらうこととなった。 

 

 

以上をもって 20：30 に会は終了し、次回の幹事会を６月９日(土)18:30 から開催するこ

とを確認し、散会した。 


